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スギ立木の幹の通直性の測定法＃

藤　江 勲＊

The　Method，for　Measur1ng　the　Ste皿Stra1ghtness　o｛Stand．mg

　　　　　　Trees　of　Cαμoηκ〆αゴψo〃づ6αD．D0N．

　　　　　　　　　　　　　　Isao　FUJIE

　The　pr1ce　of1ogs　d．epend．s　on　ste皿stra1ghtness，1but　generany　tree　stems　have1more

or1ess　curyature　A1though　foresters　prefer　trees　w1th　stra1ght　ste血s　to　curved　trees，1t

1s　d．1ff1cu1t　to　measure　the　stem．stra1ghtness　of　stand1ng枕ees

　Th1s　mvest1gat1on　was　a1med．to　obta1n　pert1nent皿ethod　for血easurmg　the　stem
stra1ghtness　of　the　stand1ng　trees　F1fty　trees　are　measured．by　the　new1y　de∀1sed－method．

Even1n　weu㎝1tured　Cryptomena　japon1ca　stand－stud1ed，some　trees　have　severe1y

cu岬ed－stems　Th1s1s　d．er1yed－fro皿e1ther　genet1ca1or1gm　or　snow　d．amage

　　　　　　　　は　じ　め　に

　幹の曲がりがあるために多間伐材の価格が低く，間伐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，2）
が採算のとれない一つの理由になっている。

　幹に曲がりを生じる原因としては，遺伝的要素のほか

に，降雪地帯では，幼齢時の雪による埋雪の繰返しが考
　　　3）
えられる．

　幹の通直性は木材価格にきわめて大きい影響を与える

にもかかわらず，立木の通直性を実測した例はきわめて

少なく、最大矢高で曲がりの程度を判定した報告が若干
　　　　　　　　4，5）
みられるに遇ぎない．

　伐採後であれば，幹の通直の程度を精密に実測するこ

とは可能であろうが，立木状態でこれを行うとなると容

易でなく，測定方法も考案されていない。

　そこで，筆者は，まず，一つのスギ林分で立木の幹の

通直性を明らかにするための幹形の測定方法を考案し，

現実の林分で幹にどの程度の曲がりがあるかを調べた。

　本研究に対し，種々御指導をいただいた鹿児島大学農

学部石井弘教授に深く感謝の意を表する。

　　　　　　　　　調　査　地

　調査地は島根大学農学部附属三瓶演習林8林班のスギ

人工林である．昭和46年秋檀栽で，調査時14年生の実生

スギ林である。斜面方位東南，傾斜29◎。現在，ha当た

　＊附属演習林

　＃本研究は文部省科学研究費補助金（課題番号59480061）により行

　　った．

り2，270本，平均樹高125m．，平均胸局直径161cm，

ha当たり材積294m3，収量比数O．82であった．

　檀栽後6年間，毎年下刈りと雪起こしを行った．この

林分は，三瓶演習林内で最も十分な手入れが行われたも

ので，手入れ不足が原因となる幹形への影響は少ないと

考えられる．その後，枝打，除伐等の保育手入れはまだ

行われていない．

　この林分内で50本の立木を選び，幹の通直性の測定を

行うにあたり，妨げとなる枝を除くため，枝打ちを行っ

た。

幹形の測定方法

　幹の曲がりは一般に斜面方向に顕著な場合が多いこと

から，今回の測定では，斜面方向の曲がりを対象とし，

等高線方向の曲がりは考慮しなかった．

　測定装置は図一1に示す通りである。幅5cm。，厚さ

08cm　長さ181mの合板を3枚縦に接き、長さ5m
の1本の長い板とした。板の申央に，縦に黒線を引き，

下からO．3血，1．3m，2．3m，3．3m，4．3皿の位置に

印を付け牟．この板を・立木の幹の等高線側に当て・地

際よりO．3皿から4．3皿までが板の印と一致するよう

に，数個所ロープで固定した。

　枝打ち用の金属製梯子を使いク幹の地上高4．3m，

3．31〕ユ，2．3皿，1．3m，O．3m点で金属製輸尺を板に密

着させて，直径測定と同様に操作し，板の申央線と輸尺

の腕までの長さ婁すなわち図一1の4及びグをスヂ
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図1測定装置図
一ルメジャーでm㎜単位で読みとった．

　幹の傾きを知るため，板の上端中央より下げ振りを下

し，O．3m一点で板の申央線との水平距離も測定した。

　測定結果から，図一2のように幹形を作図した。

　　　　　　　　結果と考察

　測定した50本の幹形を図一2に示す。これは，地際

O．3m。から4．3mまでの間の幹の形状である。1m間

隔で測定した結果であるが，十分に幹形の特徴を表して

いるとみてよいであろう．

　雪起こしを普通に行ってきた林分ではあるが，それで

も根元曲がりがかなり見られる。一般に根元曲がりによ

って谷側へ傾いた木は立ち直ると山側へ反対に反る煩向

があり，結局S字型の幹形をとりやすくなることがわか

る。

　これまで幹の曲がりの程度を数量的に表現する方法と
　　　　　　　　　　　　　　3，4）
して，矢高の深さが使われている．今回の調査結果か

ら，同様の数値を求めることは可能であるが、最大矢高

は，根元曲がりが大きい木では，幹のどの位置から，ど

れだけの長さの部分をとるかによって，相当の違いが生

じることは，図一2からも明らかにわかる．したがっ

て，こうした数値を使って論議する時には，何の目的

で，幹のどの部分の曲がりを扱うのかを明瞭にしておか

ないと，数字の大小だけを比較することになって，現実

を離れた論議になりかねない。

幹の曲がりを論議するのは，幹の利用という点から行

われるのが普通であろうから，幹の採材のしかたを離れ

た論議は空論になってしまうであろう．図一2の例から

みても，根元部分がいくら曲がっていても，ある点から

上の部分が通直で，利用可能な径級であるならば，十分

に利用価値がある（例えばNα1）。一方，いくら曲がり

が小さくとも，S字状の湾曲をくり返す幹は，直材とし

ての利用価値は低いであろう（例えば晦3）．したがっ

て，今回の測定のように，地上高O．3皿から4．3血の

間の4皿材の幹通直性を数量的に表したとしても、現

実に，これを利用しようとする時の伐採高と採材の長さ

は、この通りでないから，現実的なものにはなりえな

い．

　この測定方法で立木の幹形を極めて正確に測定し，図

示することは可能になったが，その結果の数量的取扱い

は，採材をどうするかということを抜きにしては考える

ことができず，今後検討すべき問題である。
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　　　　　　　　お　わ　り　に

　これまで，正確な測定方法のない，立木の幹形の測定

装置を考案し、三瓶演習林のスギ人工林で50本の立木に

ついて実測した。

　1．雪起こしの最もよく行われた林分でもかなりの根

元曲がりがあった．

　2．従来の曲がりの最大矢高で幹形を論ずることの無

理なことが明らかにされた．

1．

2．

3．

4．

5．
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